
10の挑戦課題を設定
植松は国連海洋科学の10 年⾏動計画グループ委員19名の1⼈
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Ocean/KANへの⽇本からの参加にどういう利点があるか？

現状はSCOR分科会が海洋科学の⽴場から⽀援

学術会議のFEとして貢献すべきことは、学会関係の研究者だけでなく、地⽅
⾃治体も含めた政策決定者、⺠間企業、NPO、市⺠がグローバルに考え、
ローカルに⾏動することで、⼤型国際共同研究プロジェクトの⽴案や、⽇本の
知⾒を⽣かした取り組みが期待されている。（北海道、沖縄県、静岡県など）



Ocean/KAN のDevelopment Team（植松は、co-chair）と
IPOの設置に向けて

The French proposal, led by CNRS（フランス国⽴科学研究センター）, 
was the only one remaining in the end, as South Africa ‒ one of our two 
finalists.  

フランスに偏るが、計画も素晴らしく、予算も潤沢であり、マクロン⼤統
領の海洋への⽀援が多⼤である。今春から稼働予定。




